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希望しない内示の場合は、　
　　その場で返事をしない

 
人
数
は
力
！
要
求
実
現
め
ざ
し
て

　

み
ん
な
で
組
織
拡
大
に
取
り
組
も
う

県
医
労
第
１
５
７
回
中
央
委
員
会　

が
さ
れ
ま
し
た
。
年
末
年
始
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、「
支

部
で
交
渉
し
た
が
、
31
日
・
１

日
に
非
番
が
割
り
振
ら
れ
た
。

病
院
毎
に
対
応
が
違
う
が
、
病

院
当
局
が
ど
れ
だ
け
職
員
を
思

い
や
っ
て
い
る
か
の
違
い
だ
と

痛
感
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
１
月
、
２
月
に
12
時

間
二
交
代
夜
勤
の
試
行
が
さ
れ

て
い
る
支
部
か
ら
は
「
３
月
か

ら
は
三
交
代
に
戻
す
こ
と
に
し

た
」
と
、
総
師
長
か
ら
支
部
長

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
勤
専
従

者
が
い
な
け
れ
ば
９
回
夜
勤
に

な
っ
て
し
ま
う
状
況
や
、
育
児

時
間
を
と
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

が
人
手
不
足
の
た
め
時
間
で
帰

ら
れ
な
い
問
題
、
調
理
業
務
委

　

２
月
18
日
、
県
医
労
第

１
５
７
回
中
央
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
賃
上
げ
、
夜
間
救
急
体

制
の
改
善
の
取
り
組
み
な
ど
春

闘
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
で
は
、
鈴
木
書
記

長
の
提
案
を
受
け
活
発
な
討
論

託
さ
れ
た
職
場
の
実
態
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
応
の
不
充
分
さ
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
当
直
制
措
置
案
」

の
勤
務
へ
の
移
行
や
、「
検
査
技

師
の
認
定
に
対
す
る
手
当
」
に

つ
い
て
、「
台
風
10
号
の
自
家
用

自
動
車
の
被
災
に
対
す
る
見
舞

金
を
東
日
本
大
震
災
と
同
等
に
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
括
答
弁
で
は
、「
年
末
年

始
の
労
働
条
件
や
夜
勤
問
題
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
が

大
切
。
組
合
は
人
数
が
力
に
な

る
。
支
部
・
本
部
役
員
だ
け
で

な
く
、み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
、

組
織
拡
大
に
取
り
組
も
う
」
と

結
び
、
満
場
一
致
で
方
針
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

中央委員定数を満たし成立

団結ガンバロウをする中央委員

ワッペンをつけて春闘をアピールしよう！

　まもなく人事異動の一斉内示があります。組合は、内示を早く
することを要求し、交渉してきましたが、当局は「内示の時期は
分からない」としています。
　内示日は、次のことをそれぞれが確認しておくことが必要です。
①異動を希望していない組合員への内示、希望と違う病院への内
示を出された場合、その場で返事をしないことです。必ず、「家
族と相談します」と答え、指示された日までに返事をすること
にしましょう。
②支部では、当日に交渉出来るよう準備しておくことも重要です。
　不当な内示や希望が実現しない場合には、すぐに支部役員に相
談してください。いっしょに病院長、事務局長と交渉すること
が大事です。
③そして本部にも連絡を。本部でも組合員の要望に沿うよう交渉・
確認を行います。　



2

　

17
春
闘
「
働
く
み
ん
な
の
要

求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
１
月
末

で
15
支
部
・
本
部
か
ら
６
７
９

人
分
を
集
計
し
ま
し
た
。

　
「
生
活
実
感
か
ら
の
賃
金

不
足
額
」
は
、
５
万
円
30
・

８
％
、
３
万
円
25
・
０
％
、
平

均
３
９
，０
９
７
円
不
足
、「
賃

上
げ
要
求
額
」
は
、
正
規
職
員

の
平
均
２
９
，７
２
５
円
、
時

間
給
職
員
の
平
均
２
０
２
円
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　
「
仕
事
で
の
疲
労
感
」
で
は
、

「
と
て
も
疲
れ
る
」
56
・
５
％
、

「
や
や
疲
れ
る
」
39
・
０
％
、

合
計
95
・
５
％
と
大
多
数
の
職

員
が
慢
性
疲
労
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　
「
職
場
で
の
不
満
」
で
は
、

正
職
員
で
「
人
員
が
少
な
い
」

50
・
２
％
、「
休
暇
が
取
れ
な

い
・
少
な
い
」
44
・
９
％
、「
賃

金
が
安
い
」
40
・
３
％
、
非
正

で
す
が
、
職
場
で
意
思
統
一

し
、
超
過
勤
務
を
し
っ
か
り
記

録
し
、
実
態
を
数
字
で
示
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
超
過
勤
務
は

１
分
単
位
で
す
べ
て
記
録
し
ま

し
ょ
う
。

とても疲れる やや疲れる 95.5%
賃金が安い 40.3% 人員が少ない 50.2%

休暇が取れない・少ない 44.9%

規
職
員
で
、「
退
職
金
が
な
い
、

少
な
い
」
48
・
４
％
、「
賃
金

が
安
い
」29
・
０
％
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

「
正
規
職
員
の
給
料
月
額
を

４
万
円
以
上
」、「
時
間
制
職
員

の
賃
金
時
間
額
２
５
０
円
以

上
」
を
賃
上
げ
要
求
額
と
し
て

掲
げ
、
臨
時
・
パ
ー
ト
も
含
め

た
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て

た
た
か
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
幅
増
員
の
要
求
を

し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

日
本
医
労
連
２
０
１
７
年
春
闘

働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

賃
金
不
足
４
万
円

大
幅
増
員
、待
っ
た
な
し

超
勤
の
記
録
が
カ
ギ
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書
記
長
が
基
調
報
告
を
行
い
、

大
幅
賃
上
げ
・
労
働
時
間
の
改

善
で
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
職

場
を
め
ざ
し
、
産
別
の
統
一
行

動
に
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

 
岩
手
医
労
連
中
央
委
員
会

４
万
円
賃
上
げ
方
針
決
め
る

統
一
。
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
す
る

な
ど
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て

闘
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
労
連
や
岩
手
医
労
連
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
交
渉
を
継
続

し
、
全
面
撤
回
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
削
減
幅
を
縮
小

さ
せ
、
妥
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

岩
手
医
大
教
職
組
で
も
、
ス

ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
て
交
渉

し
、
中
高
齢
層
の
賃
金
引
き
下

げ
と
な
る
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
導
入
を
阻
止
し
、

若
年
層
に
つ
い
て
は
引
き
上
げ
回

答
を
引
き
出
し
、
ス
ト
を
回
避

し
た
こ
と
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
闘
に
向
け
て
、
改

め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
、

４
万
円
の
賃
上
げ
要
求
に
確
信

を
持
っ
て
た
た
か
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
春
闘
方
針
が
満
場
一

　

岩
手
医
労
連
中
央
委
員
会

が
、
１
月
28
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

各
単
組
の
中
央
委
員
、オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、

賃
上
げ
４
万
円
な
ど
の
春
闘
方

針
を
決
め
ま
し
た
。

　

北
上
済
生
会
病
院
従
組
で
は
、

年
末
一
時
金
の
大
幅
な
削
減
提

案
に
学
習
会
を
開
催
し
、
意
思

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夕
方
か
ら
は
、
岩
手

医
労
連
と
盛
岡
地
区
協
議
会
と

の
共
催
で
、
新
春
旗
開
き
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

中野中央委員長のあいさつ（県民会館）

青井未帆学習院大学大学院
法務研究科教授

講演に聴き入る参加者

県原水協定期総会　

ヒバクシャ署名、50万筆へ決意　
　県原水協定期総会が２月19日

（日）県公会堂で開催され、加盟団体、
地域原水協から約30人が参加しま
した。
　今年の総会は、昨年４月に「ヒバ
クシャ国際署名」が提起された最初
の総会となり、各団体から積極的な
取り組みの報告や決意が発言されま
した。県被団協からは、この間の「『ヒ
バクシャ国際署名』をすすめる岩手
の会」の結成と知事等への要請など
が報告され、地域での会の結成へ
力を尽くし、県内50万筆を目標に取
り組む決意が表明されました。
　新しい代表理事に浮田昭彦・岩手
民医連会長などが選出されました。

 

２
月
４
～
５
日
、
日
本
医
労
連

東
北
地
方
協
春
闘
討
論
集
会
が

山
形
県
の
天
童
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
県
医
労
か
ら
は
１
支
部
・

本
部
４
名
、
全
体
で
１
８
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
学
習
院
大
学

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
の
青

井
未
帆
さ
ん
。「
い
ま
な
ぜ
憲
法

問
題
な
の
か
！
」
と
題
し
て
、「
い

ま
国
家
が
ど
ん
ど
ん
個
人
の
心

の
中
に
土
足
で
入
っ
て
き
て
い

る
こ
と
に
危
険
を
感
じ
る
。『
し

か
た
な
い
』
と
市
民
や
私
達
が

認
め
れ
ば
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と

自
由
が
奪
わ
れ
る
。
自
由
を
支

え
て
い
る
の
が
憲
法
だ
」
と
語

り
ま
し
た
。
日
本
医
労
連
三
浦

 

自
由
を
支
え
て
い
る
の
が
憲
法

東
北
地
方
協
春
闘
討
論
集
会
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講師の笹山弁護士

 　

看
護
要
求
実
現
全
国
交
流

集
会
が
２
月
２
～
３
日
、
河
津

桜
と
梅
の
咲
き
誇
る
静
岡
・
伊

東
温
泉
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
１
４
６
名
・
県
医
労
か
ら
１

支
部
・
本
部
３
名
が
参
加
し
、

学
び
・
交
流
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、「
安
倍
政
権
の

働
き
方
改
革
の
狙
い
と
労
働
組

合
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
笹

山
尚
人
弁
護
士（
東
京
法
律
事

務
所
）が
講
演
。
こ
の
年
明
け

か
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
労
働
相
談

が
多
数
押
し
よ
せ
て
い
る
と
し

て
、
相
談
の
内
容
を
聞
く
う
ち

に
す
で
に
労
働
契
約
法
や
最
賃

法
な
ど
い
く
つ
も
法
違
反
を
か

か
え
て
い
る
事
例
が
あ
る
と
紹

介
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
労

働
組
合
の
役
割
と
力
は
大
き
い

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
富
裕
層
と
大
企
業

を
豊
か
に
し
、
自
民
党
へ
の
献

金
を
増
や
す
一
方
で
、
労
働
者

と
貧
困
層
は
し
わ
寄
せ
を
被
っ

た
と
指
摘
。
派
遣
法
の
大
改
悪

や
労
基
法
改
悪
を
進
め
、「
働

き
方
改
革
」
と
称
し
て
今
、
更

な
る
改
悪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
何
度
も
「
残

業
代
ゼ
ロ
法
案
」
成
立
が
目
論

ま
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
反
対
の

運
動
に
よ
っ
て
踏
み
と
ど
ま

ら
せ
て
い
る
こ
と
、「
働
き
方

改
革
」
で
政
府
が
一
定
の
配
慮

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
情
勢
を
つ

く
っ
て
い
る
こ
と
も
、
労
働
組

合
の
運
動
が
政
治
を
動
か
し
て

い
る
と
激
励
し
ま
し
た
。
日
本

医
労
連
が
行
っ
た
「
夜
勤
実
態

調
査
」
や
「
看
護
師
の
夜
勤
交

替
制
労
働
の
改
善
め
ざ
す
国
際

払
い
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
」
署

名
の
取
り
組
み
な
ど
が
交
流
さ

れ
ま
し
た
。

良い看護・良い医療は
成り立たない

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
は
、
根

拠
を
示
す
上
で
と
て
も
大
切
な

取
り
組
み
と
強
調
。「
犠
牲
の

上
に
良
い
看
護
・
良
い
医
療
は

成
り
立
た
な
い
。
看
護
労
働
者

自
身
の
健
康
や
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
視
点
が
大
事
。
自
分
た
ち
の

い
の
ち
を
ま
ず
守
っ
て
！
結
果

と
し
て
良
い
医
療
が
で
き
、
健

康
と
医
療
が
守
ら
れ
る
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
分
散
会
で
は
、
夜
勤
体
制
の

実
態
や
正
循
環
に
つ
い
て
、
不

１日目、全体会会場の様子

東北ブロックからの参加者で〜す

　２月20日（月）大槌支部は、新病院に移転
後初となる36協定の更新に合わせて、支部
学習会を開催しました。本部・○○副委員
長を講師に、７人が参加。労働時間の基本、

「労働者とは」、という学習をし、過半数代
表者による協定内容を確認しました。
　支部では、支部旅行なども計画中です。

36協定更新へ学習会
大槌支部

急患があり、参加予定11人が7人に

看護労働者の犠牲の上に看護労働者の犠牲の上に
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女性部

　

２
月
18
日
、
岩
手
医
労
連
女
性
労
働
学
校
が
水

産
会
館
で
開
催
さ
れ
、
全
体
で
62
名
、
県
医
労
か

ら
は
９
支
部
・
本
部
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、「
医
療
労
働
者
と
母
親
運
動
」「
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
」「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
の
３
つ
の
講
座
に

分
か
れ
て
学
習
、
体
験
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
音
楽
療
法
士
の
智
田
邦
徳（
ち
だ　

く
に
の
り
）さ
ん
が
「
音
楽
療
法
～
暮
ら
し
に
役

立
つ
音
楽
の
力
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
曲

名
、
歌
手
当
て
ク
イ
ズ
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
・

指
、
足
を
動
か
す
運
動
も
し
な
が
ら
、「
人
は
な

つ
か
し
い
と
思
う
曲
や
歌
を
聞
く
と
、
そ
の
時
代

背
景
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る（
音
楽
回
想
法
）。
だ

れ
か
と
一
緒
に
や
っ
て
、
失
敗
し
て
も
笑
え
る
状

況
が
挫
折
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
が
聴
覚
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
を
刺
激
す
る
」
と
い

う
こ
と
が
五

感
で
体
験
で

き
た
講
演
で

し
た
。

午後の講演に聴き
入る参加者

講師の智田邦徳さん

　講師は県医労O.Bの村上和雄
さん。かつて看護師には妊娠制
限があったこと、全寮制で、お
礼奉公も当たり前だったことな
どが話され興味深く聞きました。
保育所設置運動、増員・夜勤制
限のたたかいなど、母親運動と
の関わりは大きく、自分たちの
状況を外に発信し、意識を高め
ようと話されました。

第１講座
母親運動

　講師はナネアプアラニスクー
ルオブフラ北上教室の岩本秀子
さん。「カーネーション」とい
う曲にあわせてダンスを習いま
した。基本ステップをはじめ優
雅な動きも、実際は筋力を使う
ことを実感しました。曲や動き
の意味がわかると覚えやすいと、
わずか１時間の間に１曲通して
踊ることができました。

第３講座
フラダンス

　講師はアトリエ・コルテージュ
の宮崎照子さん。今回は紙ナプ
キンを使ってデコパージュ。紙
ナプキンに描かれた好きな模様
や絵を切りとって石けんに貼り、
表面を飾っていきます。絵が苦
手な人でも大丈夫。石けんのい
い香りと、陶器を思わせる仕上
がりは、小さな宝石箱のようで
した。

第２講座
デコパージュ

五感を使って楽しもう
岩手医労連第57回女性労働学校
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年
次
簿
の
更
新
が
あ
り
ま
し

た
。
新
た
な
日
数
が
加
わ
り
、

数
日
は
切
り
捨
て
。
今
年
は
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
称
し
て
年
次
休

暇
増
や
し
て
み
よ
う
。

宮
古
支
部
　
白
が
勝
っ
て
た
!!

　

　

　

昨
年
、
第
二
子
を
出
産
し
、

育
休
中
で
す
。
上
の
子
の
赤

ち
ゃ
ん
返
り
も
は
じ
ま
り
、
毎

日
、
育
児
に
奮
闘
中
で
す
。 

大
船
渡
支
部
　
ゆ
ー
り
ん

　

　

　

あ
と
１
年
、
あ
と
１
年
と

思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、

本
当
に
体
は
ギ
シ
ギ
シ
し
て
い

ま
す
。
壮
年
部
集
会
は
年
に
２

回
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
会
は
多
い
方
が
い

い
な
あ
♡中

部
支
部
　
プ
ー
の
母

　

　

　

県
医
労
新
聞
を
毎
月
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

　

ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が

誕
生
し
て
か
ら
、

な
に
や
ら
世
界
情

勢
が
怪
し
く
な
っ

て
き
た
と
感
じ
て

い
る
▼
先
頃
安
倍

首
相
は
、
日
米
首

脳
会
談
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
も
て

な
し
が
自
分
に
だ
け
だ
と
勘
違

い
を
し
て
「
日
米
同
盟
第
一
」

の
立
場
で
、
異
常
な
ト
ラ
ン
プ

追
随
の
姿
勢
を
世
界
に
示
し
た
。

世
界
中
か
ら
笑
わ
れ
る
恥
ず
か

し
い
外
交
を
自
慢
す
る
日
本
の

首
相
▼
第
二
次
安
倍
政
権
以
降
、

数
の
力
で
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」
の
特
定
秘
密
保
護
法
、
安

保
法
制
＝
戦
争
法
に
も
と
づ
く

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
関
連

法
、
盗
聴
法
適
用
の
拡
大
な
ど

を
粛
々
と
進
め
て
い
る
▼
次
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
「
テ
ロ
対
策
」
だ

と
国
民
を
ま
や
か
し
、
現
代
版

治
安
維
持
法
と
言
わ
れ
る
「
テ

ロ
等
準
備
罪
＝
共
謀
罪
」
を
新

情
報
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
働

き
や
す
い
職
場
に
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
和
支
部
　
フ
ラ
ガ
ー
ル

　

　

　

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

働
き
始
め
て
、
初
め
て
三
連
休

も
ら
え
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
休

め
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
休
み
っ

て
必
要
で
す
ね
。

中
央
支
部
　
ぷ
ち
ぷ
ち

　

　

　

な
ぜ
労
働
環
境
が
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
な
み
」
な
の
か
。
電
カ

ル
に
な
っ
て
も
仕
事
が
減
ら
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
ね
？

中
央
支
部
　
恋
ダ
ン
ス

　

　

　

高
め
よ
う
！
看
護
の
質
と
年

次
消
化
!!

遠
野
支
部
　
酉
と
カ
ッ
パ

設
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
共

謀
罪
」
は
「
テ
ロ
対
策
に
必
要

だ
」
と
い
う
が
現
行
法
で
対
処

で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
話
し
合
え
ば
罪
」、
複
数
の
人

が
心
の
中
で
共
有
す
る
だ
け
で

も
処
罰
の
対
象
だ
。
警
察
は
何

と
で
も
理
由
を
つ
け
て
違
法
な

捜
査
を
す
る
危
険
性
も
出
て
く

る
。「
一
般
人
は
対
象
に
な
ら
な

い
」
と
の
国
会
答
弁
が
、「（
団

体
が
）
犯
罪
集
団
に
一
変
し
た
」

と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
一
般
市
民

も
対
象
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
民
主
主

義
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ

ま
で
３
回
に
わ
た
っ
て
廃
案
に

な
っ
た
「
共
謀
罪
」
は
絶
対
阻

止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

こ
れ
ま
で
安
倍
首
相
は
平
気
で

嘘
を
真
実
の
よ
う
に
言
っ
て
き

た
。
そ
れ
に
対
し
て
一
部
マ
ス

コ
ミ
も
同
調
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
▼
国
民
が
望
む
「
逆
」

の
こ
と
を
ず
っ
と
押
し
通
し
て

き
た
安
倍
政
権
は
早
期
に
退
陣

し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
内
）

新
春
パ
ズ
ル

新
春
パ
ズ
ル

　

新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い

は
７
つ
」
に
は
41
名
の
応
募

が
あ
り
、
39
名
が
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
20
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

▪
１
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ず
か
ち
ゃ
ん（
久
慈
支
部
）、

う
ま
っ
こ
、
ぽ
ー
ち
ゃ
ん（
以

上
、
一
戸
支
部
）、
猫
大
好

き
、
に
ゃ
ん
吉
郎
、
ぷ
ち
ぷ

ち
、の
ぶ
お
、
恋
ダ
ン
ス
、
ち
ょ

び
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
行
き
ま
す
、

し
ら
た
き（
以
上
、
中
央
支

部
）、
横
手
や
き
そ
ば
、
る
ん

る
ん（
遠
野
支
部
）、
お
ぞ
う

煮（
南
光
支
部
）、
と
り
年（
大

東
支
部
）、
ゆ
ー
り
ん
、
は
な

ち
ゃ
ん（
大
船
渡
支
部
）、
白

が
勝
っ
て
た
!!
、
み
た
マ
マ
、

夢
見
る
お
ば
ち
ゃ
ん（
以
上
、

宮
古
支
部
）



3月の予定
１日（水）	 ３. １ビキニデー
４日（土）	 岩手地域総合研究所連続講座
	 　第４回「電力自由化」（アイーナ）
７日（火）〜８日（水）
	 日本医労連対政府中央行動（東京）
８日（水）	 国際女性デー岩手県集会（盛岡市勤労福祉会館）
11日（土）	 東日本大震災６周年
13日（月）	 3.13重税反対統一行動（各地域）
16日（木）	 全国統一ストライキ
	 県医労第2次統一行動・早朝集会
18日（土）	 県医労拡大支部長会議（県民会館）
25日（土）	 岩手医労連青年部2017ウィンターアクト
	 　＋青年統一行動（ホテルニューカリーナ）
	 復興岩手県民会議「６年のつどい」（陸前高田）
30日（木）	 県医労給食問題研究会（アイーナ）

退職者をねぎらう集い退職者をねぎらう集い
退職される皆様へのご案内退職される皆様へのご案内

と　き　 4月15日㈯～16日㈰

ところ　 秋田県大仙市
　　　　 あきた芸術村温泉ゆぽぽ
内　容　 

◇わらび座観劇

◇手作り体験または

　角館武家屋敷散策

　酒蔵見学

◇田沢湖ビールで昼食5月末
まで！

詳しくは医労連共済フリーダイヤル
0120-160-931まで

火災共済の「満口加入」
　火災共済の「満口加入」された方
　1000円分のクオカード進呈

自動車共済見積もり
　新規・他社からの切り替えの為の
　お見積もり1台につき
　500円分のクオカード進呈
　さらに自動車共済加入で
　1000円分のクオカード進呈

4月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

３
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

５日（水）	 県医労看護部会（県民会館）
８日（土）	 いの健センター学習会（県民会館）
15日（土）〜16日（日）
	 退職者をねぎらう集い（あきた芸術村）
22日（土）	 県医労拡大支部長会議（県民会館）
22日（土）〜23日（日）
	 日本医労連役員セミナー（新潟）


